
「乳幼児食事相談の主訴別支援策チャート」を用いたチェックシートの使い方
手順①
こどもの食事中の悩みや不安となっている食の課題と
「表１の主訴別分類」の主訴1〜６が⼀致するものを
選択する。

手順②該当する主訴を選ぶ こどもの発達と現状について順に確認
手順①で選択した主訴のチェックシートを用意し、
こどもの発達と現状について順に確認する。

該当する
項目に☑

なぜしない・
できないのか
の理由が分かる

手順③ 具体的な支援を考える
「乳幼児食事相談の主訴別支援策チャート（第4版）（奈良県栄養士会）P３

手順②でチェックした項目を、
「乳幼児食事相談の支援策チャート」のP17〜より索引する。

「支援策の具体例」を参考に、こどもの発達と現状に応じた具体的な
支援を考える。
※「乳幼児食事相談の支援策チャート」の内容を覚えるのではなく、辞書の様に
活用することが望ましい。

※気になるこどもの様子について、保育士、栄養士、調理士、看護師、保健師など保育にかか
わる職員にも確認してみるとなおよい。 R6.07 奈良県こども保育課



事例①
「乳幼児食事相談の主訴別支援策チャート」を用いたチェックシートの使い方

＜児の状況＞
●男子・第2子・出生時体重3056g
●授 乳：混合栄養、生後9か月でミルクのみになった
●離乳状況：生後5か月から開始。生後8か月より2回食/日
●離乳食内容：しっかり炊いた野菜（細かく刻む）、

白身魚、ささみはベビーフード

＜主訴＞
・現在、生後10か月。
・手づかみ食べがほとんどできない。
・おもちゃなども口に入れない。
・赤ちゃんせんべいもなんとか1回は持つ
が、口にいれたらポイして2回目はない。
手順① 該当する主訴を選ぶ 手順② こどもの発達と現状について順に確認

主訴４に該当

「乳幼児食事相談の主訴別支援策チャート（第4版）（奈良県栄養士会）より一部改訂
保育中のこどもの状況や家庭での状況を確認
し、該当する項目に☑する

視点１〜視点４まで同様に⾏います



事例①
「乳幼児食事相談の主訴別支援策チャート」を用いたチェックシートの使い方

手順③ 具体的な支援を考える

☑

☑
「乳幼児食事相談の支援策チャート」のP17〜より索引する。

保育中に自施設でできることは？主訴より「おもちゃなども口に入れない。」ため☑

「支援策の具体例」を参考に、こどもの発達
と現状に応じた具体的な支援を考える。

養育者からの聞き取りから判明したため☑

「乳幼児食事相談の主訴別支援策チャート」



事例①
「乳幼児食事相談の主訴別支援策チャート」を用いたチェックシートの使い方

手順③ 具体的な支援を考える

☑ 主訴より「おもちゃなども口に入れない。」ため☑

☑
保育中に自施設でできることは？

保育中に大人のまねができないことがあったため☑
「乳幼児食事相談の主訴別支援策チャート」

☑ 食事中に食器具が顔に近づくと、顔を背ける様子があったため☑



事例①
「乳幼児食事相談の主訴別支援策チャート」を用いたチェックシートの使い方

●「乳幼児食事相談の支援策チャート」を用いた
チェックシートより分かったこと

視点１ ：環 境
おもちゃなどを口に入れるなどの経験が少ない
視点２ ：運動機能
手やおもちゃなどを口に入れる協調運動ができて
いない
視点３ ：感 覚

視点４ ：認 知
おもちゃなどを口に入れる感覚を嫌がる

大人のまねができない

●「乳幼児食事相談の支援策チャート」の具体的な
支援策から、保育中にできること

視点１ ：環 境
・物をなめたり、咥える経験を保育中にする
視点２ ：運動機能

・積み木や紙やぶるなど手指を使う遊びを取り入れる
・前傾姿勢がとれるよう、座り方を確認する
視点３ ：感 覚

・食器具を顔に近づけ過ぎないように、食事介助する
・唇や口の周りを少しずつ触る

食器具が顔に近づくと顔を背け、嫌がる

視点４ ：認 知
・手を添えて口に運べるように、食事介助する
・保育者が食べている動作を大げさにし、正面に近い
ところで見せる



・子どもの変化
例）興味・関心

体幹 など

チェックシートで
再確認

支援方法を実践

チェックシートで確認
支援方法を検討

支援方法をアップデート

奈良っ子はぐくみワークブック「ひとたね」P40


